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厚生連労働組合の社会的意義を
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厚生連労働組合の社会的意義を
果たす強く大きな組織へ

　
９
月
10
〜
11
日
、
全
厚

労
は
神
奈
川
県
横
浜
市
・

ラ
ジ
ア
ン
ト
ホ
ー
ル
に
て
、

「
第
58
回
定
期
大
会
」
を

開
催
。
代
議
員
・
役
員
や

傍
聴
等
１
９
７
名
が
参
加

し
ま
し
た
。「
医
療
崩
壊
」

の
中
で
地
域
か
ら
運
動
が

起
こ
り
、
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
を
変
え
る
取
り
組

み
も
す
す
む
中
、
多
く
の

経
験
と
教
訓
が
交
流
さ
れ

た
大
会
で
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
佐
藤

順
子
委
員
長
は
、
厚
生
連
の
前

進
で
あ
る
「
産
業
組
合
」
運
動

の
写
真
集
に
触
れ
た
機
会
に
、

当
時
の
写
真
１
枚
１
枚
に
収
め

ら
れ
た
苦
労
に
想
い
を
馳
せ
た

こ
と
。
そ
し
て
昭
和
９
年
の
佐

渡
厚
生
連
の
写
真
を
見
て
、
人

口
11
万
の
島
に
開
業
医
が
10
人

と
い
う
中
で
、
厚
生
連
設
立
が

医
師
会
に
も
猛
反
対
さ
れ
な
が

ら
、
島
民
自
ら
が
医
療
施
設
を

作
ろ
う
と
の
熱
気
で
病
院
が
誕

生
し
た
こ
と
、
そ
の
原
点
を
忘

れ
ず
に
厚
生
連
労
組
と
し
て
の

社
会
的
意
義
を
持
っ
て
地
域
医

療
を
守
り
、
労
働
環
境
を
改
善

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
日
本
医
労
連
・
田
中
千
恵
子

委
員
長
、
神
奈
川
県
医
労
連
・

竹
山
誠
書
記
長
に
は
来
賓
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
医
労
連
看
護

集
会
で
看
護
協
会
の
久
常
会
長

が
講
演
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し

な
が
ら
、
「
弱
い
人
間
が
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」

「
個
人
的
な
問
題
と
し
て
で
は

な
く
、
立
場
を
超
え
目
的
で
協

力
し
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
」
と
語
っ
て
、
共
同
が

広
が
っ
て
い
る
、
そ
の
運
動
の

先
頭
に
立
つ
の
は
労
働
組
合
し

か
な
い
、
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
竹
山
さ
ん
は
、

沖
縄
に
次
ぐ
在

日
米
軍
基
地
の

存
在
す
る
実
態

に
触
れ
、
観
光

地
で
も
あ
り
な

が
ら
、
基
地
と

米
軍
犯
罪
の
街

で
あ
る
こ
と
、

命
と
平
和
を
守

る
課
題
を
広
く

国
民
と
と
も
に

す
す
め
て
欲
し

い
と
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
09

年
度
の
総
括
と

10
年
度
の
方
針
、

予
算
案
な
ど
を
提
案
、
討
論
を

行
い
、
全
て
の
議
題
を
満
場
一

致
で
採
択
、
今
年
度
新
役
員
や

大
会
宣
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
を

承
認
し
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

　今年度、中央執行

委員長に選出された

長野県厚生連労組出

身の渡辺です。よろ

しくお願いいたしま

す。

　私はいま、大変緊

張していますし、身

の引き締まる思いで

す。全厚労は３万人

の組織となり、その

組織の中で責任ある立場になったのですから当

たり前かも知れません。一方で、全国の組合員

のみなさんと一緒に進んで行くのだと思うと、

ホッとする気持ちにもなれます。

　「リ－ダ－は半歩前を歩け」と言った人がい

ましたが、私もみなさんの手を離さず、みなさ

んがついてこなければ「半歩」下がってみなさ

んの中に入り、分かってもらえるまで説得して、

同意が得られたら、また「半歩」先を行く。そ

んな基本姿勢で取り組んでいきたいと考えてい

ます。

　定期大会では、私たちをとりまく情勢を分析

して、１年間の運動方針を満場一致で決めてい

ただきました。私たちの進むべき方向は明確で

す。私も大会で選出された中央執行委員のみなさんと力を合

わせて、頑張る決意です。全国のみなさんのご協力と力強い

結集をお願いいたします。

　私は、全厚労はすばらしい組織だと思っています。各県の

個性が結集をして全厚労として調和をはかっている。各県の

“すばらしい”ところをさらに発展させ、“不十分”なとこ

ろを克服するために、それぞれが挑戦する目標をもって、こ

の１年奮闘しましょう。その奮闘と力が集まってさらに全厚

労がすばらしい組織へと発展していくのだと思います。

　私は、14年前、43歳の時に一年間だけ中央執行委員長を経

験いたしました。今回、再び中央執行委員長になったわけで

すが、その間の時間的な経過を考えると大変感慨深いものが

あります。ただ、「全厚労の団結」、「組合員の立場に立っ

て」という思いは、当時といささかも変わっておりません。

そのことを申し上げて、就任の挨拶とさせていただきます。

仲
間
と
手
を
つ
な
ぎ
一
歩
一
歩
前
へ

全厚労中央執行委員長

渡辺　一信
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８
月
28
日
〜
29
日
、
福
島
県

に
て
日
本
母
親
大
会
が
開
催
さ

れ
約
１
万
３
千
人
が
集
い
ま
し

た
。

　
福
厚
労
か
ら
は
54
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

福
島
県
の
優
美
な
霊
山
太
鼓
で

始
ま
り
、
関
係
者
、
主
催
者
、

来
賓
者
の
方
々
の
活
気
あ
る
あ

い
さ
つ
で
と
て
も
元
気
が
で
ま

し
た
。

経
済
大
国
日
本
の
お
金
は

い
っ
た
い
ど
こ
へ
…

　
記
念
講
演
は
東
北
大
学
名
誉

教
授
の
日
野
秀
逸
先
生
（
国
民

医
療
研
究
所
長
）
に
「
平
和
と

健
康
は
幸
福
の
必
要
条
件
―
憲

法
的
人
間
像
を
求
め
て
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ

で
は
軍
隊
を

な
く
し
健
康
、

平
和
、
女
性

の
教
育
に
予

算
を
出
し
て

い
る
。
リ
ガ

決
議
で
は
、

①
女
性
の
教

育
水
準
、
社

会
進
出
の
向

上
、
②
国
民

の
健
康
に
配

慮
す
る
人
民

的
政
府
、
③

全
国
民
を
対

象
と
す
る
医
療
制
度
を
推
奨
し

て
い
る
が
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ

と
決
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
と

聞
き
、
日
本
は
何
を
し
て
い
る

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
戦
争
す
る
こ
と
で
特
に
女
性

は
負
の
こ
と
し
か
背
負
わ
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
る
。
戦
争
か
ら

は
悲
劇
し
か
生
ま
れ
な
い
。
日

本
は
税
金
や
社
会
保
障
の
使
い

方
に
問
題
が
あ
る
、
世
界
一
の

金
貸
し
大
国
と
先
生
は
述
べ
て

い
ま
し
た
。
も
っ
と
必
要
な
肝

心
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
使
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　
休
憩
の
間
に
書
籍
バ
ザ
ー
ル
、

福
島
の
名
産
品
を
見
た
り
購
入

し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

文
化
行
事
は
、
映
画
で
も
有
名

に
な
っ
た
い
わ
き
の
フ
ラ
・
タ

ヒ
テ
ィ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
観
て
会

場
全
体
が
盛
り
上
が
り
感
動
し

ま
し
た
。
熱
気
が
冷
め
な
い
ま

ま
各
県
、
団
体
の
訴
え
を
聞
き
、

そ
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
２
会
場
に
分
か
れ
、

私
は
午
前
中
医
務
係
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
だ
っ

た
の
で
１
日
目
は
駐
車
場
係
の

方
が
熱
中
症
で
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
２
日
目
は

問
題
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

命
か
け
て
地
域
住
民
守
る

村
長
さ
ん
の
姿
に
胸
詰
ま
る

　
午
後
は
「
い
の
ち
の
山
河
」

と
い
う
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

岩
手
の
山
深
い
村
で
、
冬
は
雪

で
閉
ざ
さ
れ
十
分
な
医
療
を
受

け
ら
れ
ず
、
医
者
に
か
か
る
の

は
死
亡
診
断
書
を
出
し
て
も
ら

う
時
だ
け
と
い
う
実
態
の
中
、

こ
の
村
を
変
え
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
就
任
し
た
村
長
さ

ん
が
、
医
者
を
村
に
来
て
も
ら

う
よ
う
医
大
に
頼
み
配
置
し
、

老
人
の
医
療
費
を
無
料
化
に
し

た
り
、
婦
人
会
を
立
ち
上
げ
女

性
の
地
位
向
上
に
努
め
た
り
、

乳
幼
児
の
死
亡
を
撲
滅
し
た
り
、

除
雪
に
力
も
入
れ
閉
ざ
さ
れ
た

地
域
を
開
通
し
た
り
と
村
民
に

貢
献
し
ま
し
た
。
自
分
の
身
体

を
病
魔
が
蝕
ん
で
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
村
の
た
め
に
尽
く
し
亡

く
な
っ
て
い
っ
た
村
長
さ
ん
を

村
人
が
全
員
で
出
迎
え
、
お
見

送
り
を
し
た
シ
ー
ン
に
は
涙
を

抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
実
際
に
あ
っ
た
話
で
、

沢
内
村
の
深
沢
晟
雄
村
長
さ
ん

の
物
語
で
す
。
村
長
さ
ん
を
称

え
る
記
念
館
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
感
動
の
映
画
を
多
く
の
人
に

観
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
こ
の

村
長
さ
ん
の
よ
う
な
信
念
を
持

っ
た
方
に
国
を
任
せ
た
い
で
す
。

今
は
医
療
は
進
ん
で
も
昔
の
よ

う
に
病
院
に
か
か
れ
な
い
人
が

増
え
、
医
療
難
民
、
介
護
難
民

が
溢
れ
、
お
か
し
な
日
本
に
な

っ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
は
す
ぐ
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
２
日
間
猛
暑
の
中
の
開
催
で

し
た
が
、
お
祭
り
の
よ
う
な
活

気
あ
る
大
会
に
参
加
で
き
良
か

っ
た
で
す
。

（
福
厚
労
・
斎
藤
文
子
）

新
年
度
の
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

渡
辺
　
一
信
（
元
・
長
　
野
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

島
崎
　
　
洋
（
新
・
北
海
道
）

寒
川
井
光
雄
（
再
・
秋
　
田
）

佐
藤
　
順
子
（
元
・
新
　
潟
）

折
笠
由
美
子
（
再
・
福
　
島
）

岡
部
　
義
秀
（
再
・
神
奈
川
）

伊
藤
　
岩
吉
（
再
・
三
　
重
）

竹
田
　
明
夫
（
元
・
山
　
口
）

●
書
記
長

松
尾
　
　
晃
（
新
・
本
　
部
）

●
書
記
次
長

廣
瀬
　
大
輔
（
再
・
新
　
潟
）

小
林
　
吟
子
（
再
・
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

佐
々
木
　
剛
（
再
・
秋
　
田
）

長
谷
部
　
猛
（
再
・
福
　
島
）

南
部
　
重
一
（
新
・
富
　
山
）

櫻
井
　
雅
博
（
再
・
茨
　
城
）

竹
澤
　
　
昭
（
再
・
栃
　
木
）

小
野
寺
　
誠
（
再
・
埼
　
玉
）

大
塚
　
　
温
（
再
・
神
奈
川
）

姉
崎
　
雅
和
（
新
・
静
　
岡
）

渡
邉
　
　
守
（
新
・
愛
　
知
）

岡
村
　
秀
人
（
再
・
岐
　
阜
）

松
井
　
哲
也
（
再
・
三
　
重
）

富
永
み
ち
子
（
再
・
吉
　
田
）

荒
田
　
克
昭
（
再
・
山
　
口
）

元
木
　
正
広
（
再
・
香
　
川
）

白
濱
　
　
勉
（
再
・
徳
　
島
）

町
田
　
　
歩
（
再
・
高
　
知
）

中
野
　
　
綾
（
元
・
大
　
分
）

●
会
計
監
査

中
川
　
　
健
（
新
・
富
　
山
）

伊
藤
　
道
廣
（
新
・
岐
　
阜
）

西
原
　
寛
之
（
再
・
山
　
口
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
副
執
行
委
員
長

柴
波
　
明
男
（
北
海
道
）

●
中
央
執
行
委
員

奥
　
　
康
博
（
富
　
山
）

今
澤
　
太
学
（
静
　
岡
）

鈴
木
　
慎
吾
（
愛
　
知
）

白
石
　
和
洋
（
大
　
分
）

●
会
計
監
査

酒
巻
　
正
和
（
栃
　
木
）

野
中
　
公
嗣
（
静
　
岡
）

２
０
１
０
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

い
の
ち
と
平
和
ま
も
る
こ
と
が

人
間
の
幸
福
に
つ
な
が
る

い
の
ち
と
平
和
ま
も
る
こ
と
が

人
間
の
幸
福
に
つ
な
が
る

日
本
母
親
大
会
に
参
加
し
て

　
第
58
回
定
期
大
会
で
は
、
14

県
と
５
つ
の
専
門
部
か
ら
計
22

の
発
言
が
あ
り
、
１
年
間
の
総

括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
は
、
専
門
部
か
ら

発
言
。
看
護
委
員
会
が
、
委
員

会
独
自
に
取
り
組
ん
だ
看
護
要

求
ポ
ス
タ
ー
と
委
員
会
・
研
修

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
発
言
。

ポ
ス
タ
ー
は
組
合
員
の
意
識
付

け
や
時
間
外
請
求
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
（
広
島
）
と
い
う
反

面
、
温
度
差
や
無
関
心
も
あ
る

こ
と
、
委
員
会
・
研
修
に
つ
い

て
は
、
委
員
会
・
会
議
の
負
担

が
約
８
割
、
研
修
の
負
担
が
約

７
割
に
上
っ
て
い
る
な
ど
深
刻

な
実
態
に
あ
り
、
無
理
の
な
い

形
態
に
し
て
い
く
こ
と
が
「
笑

顔
で
働
き
続
け

る
た
め
に
」
大

切
だ
と
労
働
環

境
改
善
へ
頑
張

る
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
青
年
委
員
会

か
ら
は
、
「
遊

び
」
だ
け
だ
と

思
わ
れ
て
い
る

青
年
は
、「
遊

び
」
を
通
し
て

こ
そ
、
信
頼
と

団
結
を
築
く
も

の
だ
と
発
言
。

「
か
く
れ
ん
ぼ
」

を
例
に
、
鬼
が

必
ず
自
分
を
み

つ
け
る
と
い
う

安
心
感
の
下
に

隠
れ
る
と
い
う

〝
信
頼
関
係
〞

が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
最
近

の
青
年
た
ち
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
避
け
る
傾

向
が
あ
る
な
か
で
、

青
年
委
員
会
が
直

接
、
人
と
会
っ
て

交
流
し
、
団
結
す

る
こ
と
の
大
切

さ
・
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
企
画
を
行
う
こ
と
が

大
切
だ
と
理
解
・
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　
平
和
委
員
会
の
活
動
で
は
、

岐
阜
の
鈴
木
清
さ
ん
が
、
ビ
キ

ニ
デ
ー
・
世
界
大
会
に
参
加
し

て
得
た
被
曝
の
実
相
や
史
実
を

熱
く
語
り
、
多
く
の
組
合
員
に

平
和
企
画
へ
参
加
し
て
直
接
、

事
実
を
知
っ
て
欲
し
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

働
き
や
す
い
職
場
へ
の

労
働
条
件
の
改
善

　
看
護
師
確
保
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
長
野
の
「
８
日
夜
勤
協

定
」
達
成
の
最
終
年
度
を
迎
え

た
各
支
部
の
取
組
み
を
報
告
、

全
体
で
は
実
増
で
前
年
比
１
２

１
名
。
佐
久
支
部
で
は
短
時
間

正
職
員
制
度
や
保
育
所
の
充
実
、

安
曇
支
部
で
は
地
域
へ
の
募
集

チ
ラ
シ
に
よ
る
応
募
や
紹
介
で

の
11
名
増
員
で
離
職
率
も
３
％

台
に
下
が
っ
た
こ
と
、
篠
ノ
井

支
部
で
は
、
「
委
員
会
・
会
議

の
原
則
時
間
内
化
」
の
申
し
合

わ
せ
、
等
の
成
果
を
勝
ち
取
っ

て
い
ま
す
。

　
賃
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
茨

城
が
一
時
金
の
成
果
配
分
を
止

め
た
た
た
か
い
、
愛
知
は
、
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
交
付
金
に

よ
る
手
当
と
対
象
外
職
員
へ
の

支
給
さ
せ
た
た
た
か
い
、
今
後

の
賃
金
カ
ー
ブ
見
直
し
提
案
に

対
す
る
労
組
か
ら
の
提
言
等
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

住
民
と
と
も
に
つ
く
る

地
域
医
療
の
充
実

　
地
域
医
療
の
問
題
で
は
、
秋

田
・
湖
東
病
院
問
題
で
の
「
住

民
の
会
」
に
結
集
し
た
秋
厚
労

の
取
り
組
み
、
長
野
で
の
市
立

病
院
・
日
赤
・
佐
久
・
小
諸
の

４
つ
の
労
組
・
支
部
と
佐
久
市

職
労
に
よ
る
「
地
域
医
療
懇
話

会
」
の
立
ち
上
げ
と
地
域
住
民

と
の
協
同
の
運
動
、
栃
木
で
の

地
域
聞
き
取
り
調
査
や
病
院
と

の
共
催
の
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
、

「
住
民
と
つ
く
る
地
域
医
療
」

を
考
え
る
集
い
、
な
ど
の
幅
広

い
運
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

対
等
平
等
の
労
使
関
係

づ
く
り
と
組
織
強
化

　
三
重
か
ら
は
、
定
例
労
使
協

議
会
等
に
よ
る
「
労
使
協
働
」

の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を
報

告
。
福
島
で
は
、

事
業
計
画
か
ら

の
大
幅
乖
離
の

下
で
の
厳
し
い

賃
金
闘
争
と
と

も
に
、
職
場
の

労
働
環
境
問
題

を
労
使
間
の
共

通
認
識
と
す
る

た
め
に
、
ユ
ニ

オ
ン
協
定
見
直

し
、
組
織
強
化

に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
で
は
ユ

ニ
オ
ン
協
定
締

結
か
ら
組
合
員
が
１
千
名
を
超

え
て
増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た

現
場
看
護
師
の
身
近
な
問
題
を

取
り
上
げ
な
が
ら
離
職
率
を
５

％
程
度
ま
で
下
げ
て
き
た
こ
と

等
を
報
告
、
こ
の
秋
闘
で
は
正

職
員
と
同
等
の
仕
事
を
行
っ
て

い
る
臨
時
職
員
の
正
職
員
化
等

に
全
力
を
上
げ
た
い
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

執
行
部
・
組
合
員
の
団
結
で

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

地
域
医
療
の
充
実
へ

執
行
部
・
組
合
員
の
団
結
で

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

地
域
医
療
の
充
実
へ

よ
く
わ
か
る

労
基
法
ク
イ
ズ
第18回

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 生理が重く辛いため、休暇を申し出た

○
AAA　

生
理
休
暇
は
母
性
保
護
の
観
点

か
ら
生
ま
れ
た
日
本
独
自
の
制
度

で
す
。
労
働
基
準
法
６８
条
に
は

「
使
用
者
は
、
生
理
日
の
就
業
が

著
し
く
困
難
な
女
子
が
休
暇
を
請

求
し
た
時
は
そ
の
者
を
生
理
日
に

就
業
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
生
理
が
重
く
就

業
が
困
難
な
場
合
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
生
理
痛
が
ど
れ
だ
け
辛
い
の
か

は
本
人
に
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困

難
」
で
あ
る
か
否
か
を
追
求
す
る

こ
と
は
法
律
の
趣
旨
か
ら
も
、
性

差
別
で
も
問
題
と
い
え
ま
す
。
年

次
有
給
休
暇
と
違
い
経
営
者
は

「
時
季
変
更
権
」
が
な
く
、
請
求

し
た
ら
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
生
理
休
暇
を
拒
否
し
た
場
合

使
用
者
は
３０
万
円
以
下
の
罰
金
を

科
さ
れ
ま
す
。

！
＋α
ク
イ
ズ
！

次
の
文
章
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か
？

生
理
休
暇
は
月
1
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
る

ほっと一
息

　山口県柳井市の夏の風物詩「金魚ちょうちん祭り」が8月
13日開かれ、浴衣姿の7万5千人が白壁の街に繰り出しました。
地元・山口県厚生連の周東総合病院も、手作りの「金魚ねぶ
た」で祭りに参加、山厚労周東支部の支部長（一番右）と支
部書記長（右から3番目）も御輿を担ぎ、街を練り歩きました。

金魚ねぶた　白壁染めて
山厚労役員も御輿かつぐ
金魚ねぶた　白壁染めて
山厚労役員も御輿かつぐ

最後はやっぱり“団結ガンバロー”（佐藤委員長の音頭で）

核廃絶と平和について熱く語った岐阜・鈴木清さん（平和委代表）

手づくりのおまんじゅう等で神厚労からのおもてなし

○全国組合
全日本国立医療労働組合（全医労）

全日本赤十字労働組合連合会（全日赤）

健康保険病院労働組合（健保労組）

国家公務員共済組合連合会病院労働組合（国共病組）

全国労災病院労働組合（全労災）

公立学校共済組合職員労働組合（公共労）

○都道府県医労連
北海道医労連　　秋田県医労連　　　福島県医労連

山形県医労連　　茨城県医労連　　　埼玉県医労連

東京医労連　　　神奈川県医労連　　新潟県医労連

長野県医労連　　富山県医労連　　　岐阜県医労連

愛知県医労連　　大阪医労連　　　　広島県医労連

山口県医労連　　徳島県医労連　　　高知県医労連

○その他の労組・友誼団体
全国労働組合総連合（全労連）

特殊法人等労働組合連絡協議会（特殊法人労連）

日本国家公務員労働組合連合会（国公労連）

全日本教職員組合（全教）

全国農業協同組合労働組合連合会（全農協労連）

農民運動全国連絡会（農民連）

国民の食糧と健康を守る運動全国連絡会（全国食健連）

日本文化厚生農業協同組合連合会労働組合（文化連労）

航空労組連絡会

原水爆禁止日本協議会（日本原水協）

日本平和委員会

平和・民主・革新の日本をめざす全国の会（全国革新懇）

財団法人日本医療労働会館・国民医療研究所

労働者教育協会

日本国民救援会中央本部

日本中国友好協会　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

大会メッセージをいただいた組織

11月12日（金）～14日（日）

第27回医療研究集会

つながろう
　　　つなげよう
つながろう
　　　つなげよう
つながろう
　　　つなげよう

○第1分科会「住民といっしょに運動する」
○第2分科会「地域に出るしごと」
○第3分科会「働く者どうしのわかり合い」
○第4分科会「地域を病院にひらく」
○第5分科会「いのちを育む食と環境」

全日程参加
34,500円

兵庫県須磨温泉

「寿楼臨水亭」

分
科
会

ことぶきろうりんすいてい
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８
月
28
日
〜
29
日
、
福
島
県

に
て
日
本
母
親
大
会
が
開
催
さ

れ
約
１
万
３
千
人
が
集
い
ま
し

た
。

　
福
厚
労
か
ら
は
54
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

福
島
県
の
優
美
な
霊
山
太
鼓
で

始
ま
り
、
関
係
者
、
主
催
者
、

来
賓
者
の
方
々
の
活
気
あ
る
あ

い
さ
つ
で
と
て
も
元
気
が
で
ま

し
た
。

経
済
大
国
日
本
の
お
金
は

い
っ
た
い
ど
こ
へ
…

　
記
念
講
演
は
東
北
大
学
名
誉

教
授
の
日
野
秀
逸
先
生
（
国
民

医
療
研
究
所
長
）
に
「
平
和
と

健
康
は
幸
福
の
必
要
条
件
―
憲

法
的
人
間
像
を
求
め
て
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ス
タ
リ
カ

で
は
軍
隊
を

な
く
し
健
康
、

平
和
、
女
性

の
教
育
に
予

算
を
出
し
て

い
る
。
リ
ガ

決
議
で
は
、

①
女
性
の
教

育
水
準
、
社

会
進
出
の
向

上
、
②
国
民

の
健
康
に
配

慮
す
る
人
民

的
政
府
、
③

全
国
民
を
対

象
と
す
る
医
療
制
度
を
推
奨
し

て
い
る
が
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ

と
決
議
に
参
加
し
な
か
っ
た
と

聞
き
、
日
本
は
何
を
し
て
い
る

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
戦
争
す
る
こ
と
で
特
に
女
性

は
負
の
こ
と
し
か
背
負
わ
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
る
。
戦
争
か
ら

は
悲
劇
し
か
生
ま
れ
な
い
。
日

本
は
税
金
や
社
会
保
障
の
使
い

方
に
問
題
が
あ
る
、
世
界
一
の

金
貸
し
大
国
と
先
生
は
述
べ
て

い
ま
し
た
。
も
っ
と
必
要
な
肝

心
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
使
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　
休
憩
の
間
に
書
籍
バ
ザ
ー
ル
、

福
島
の
名
産
品
を
見
た
り
購
入

し
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

文
化
行
事
は
、
映
画
で
も
有
名

に
な
っ
た
い
わ
き
の
フ
ラ
・
タ

ヒ
テ
ィ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
観
て
会

場
全
体
が
盛
り
上
が
り
感
動
し

ま
し
た
。
熱
気
が
冷
め
な
い
ま

ま
各
県
、
団
体
の
訴
え
を
聞
き
、

そ
の
切
実
な
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
２
会
場
に
分
か
れ
、

私
は
午
前
中
医
務
係
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
だ
っ

た
の
で
１
日
目
は
駐
車
場
係
の

方
が
熱
中
症
で
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
２
日
目
は

問
題
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

命
か
け
て
地
域
住
民
守
る

村
長
さ
ん
の
姿
に
胸
詰
ま
る

　
午
後
は
「
い
の
ち
の
山
河
」

と
い
う
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

岩
手
の
山
深
い
村
で
、
冬
は
雪

で
閉
ざ
さ
れ
十
分
な
医
療
を
受

け
ら
れ
ず
、
医
者
に
か
か
る
の

は
死
亡
診
断
書
を
出
し
て
も
ら

う
時
だ
け
と
い
う
実
態
の
中
、

こ
の
村
を
変
え
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
就
任
し
た
村
長
さ

ん
が
、
医
者
を
村
に
来
て
も
ら

う
よ
う
医
大
に
頼
み
配
置
し
、

老
人
の
医
療
費
を
無
料
化
に
し

た
り
、
婦
人
会
を
立
ち
上
げ
女

性
の
地
位
向
上
に
努
め
た
り
、

乳
幼
児
の
死
亡
を
撲
滅
し
た
り
、

除
雪
に
力
も
入
れ
閉
ざ
さ
れ
た

地
域
を
開
通
し
た
り
と
村
民
に

貢
献
し
ま
し
た
。
自
分
の
身
体

を
病
魔
が
蝕
ん
で
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
村
の
た
め
に
尽
く
し
亡

く
な
っ
て
い
っ
た
村
長
さ
ん
を

村
人
が
全
員
で
出
迎
え
、
お
見

送
り
を
し
た
シ
ー
ン
に
は
涙
を

抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
実
際
に
あ
っ
た
話
で
、

沢
内
村
の
深
沢
晟
雄
村
長
さ
ん

の
物
語
で
す
。
村
長
さ
ん
を
称

え
る
記
念
館
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
感
動
の
映
画
を
多
く
の
人
に

観
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
こ
の

村
長
さ
ん
の
よ
う
な
信
念
を
持

っ
た
方
に
国
を
任
せ
た
い
で
す
。

今
は
医
療
は
進
ん
で
も
昔
の
よ

う
に
病
院
に
か
か
れ
な
い
人
が

増
え
、
医
療
難
民
、
介
護
難
民

が
溢
れ
、
お
か
し
な
日
本
に
な

っ
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
は
す
ぐ
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
２
日
間
猛
暑
の
中
の
開
催
で

し
た
が
、
お
祭
り
の
よ
う
な
活

気
あ
る
大
会
に
参
加
で
き
良
か

っ
た
で
す
。

（
福
厚
労
・
斎
藤
文
子
）

新
年
度
の
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

渡
辺
　
一
信
（
元
・
長
　
野
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

島
崎
　
　
洋
（
新
・
北
海
道
）

寒
川
井
光
雄
（
再
・
秋
　
田
）

佐
藤
　
順
子
（
元
・
新
　
潟
）

折
笠
由
美
子
（
再
・
福
　
島
）

岡
部
　
義
秀
（
再
・
神
奈
川
）

伊
藤
　
岩
吉
（
再
・
三
　
重
）

竹
田
　
明
夫
（
元
・
山
　
口
）

●
書
記
長

松
尾
　
　
晃
（
新
・
本
　
部
）

●
書
記
次
長

廣
瀬
　
大
輔
（
再
・
新
　
潟
）

小
林
　
吟
子
（
再
・
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

佐
々
木
　
剛
（
再
・
秋
　
田
）

長
谷
部
　
猛
（
再
・
福
　
島
）

南
部
　
重
一
（
新
・
富
　
山
）

櫻
井
　
雅
博
（
再
・
茨
　
城
）

竹
澤
　
　
昭
（
再
・
栃
　
木
）

小
野
寺
　
誠
（
再
・
埼
　
玉
）

大
塚
　
　
温
（
再
・
神
奈
川
）

姉
崎
　
雅
和
（
新
・
静
　
岡
）

渡
邉
　
　
守
（
新
・
愛
　
知
）

岡
村
　
秀
人
（
再
・
岐
　
阜
）

松
井
　
哲
也
（
再
・
三
　
重
）

富
永
み
ち
子
（
再
・
吉
　
田
）

荒
田
　
克
昭
（
再
・
山
　
口
）

元
木
　
正
広
（
再
・
香
　
川
）

白
濱
　
　
勉
（
再
・
徳
　
島
）

町
田
　
　
歩
（
再
・
高
　
知
）

中
野
　
　
綾
（
元
・
大
　
分
）

●
会
計
監
査

中
川
　
　
健
（
新
・
富
　
山
）

伊
藤
　
道
廣
（
新
・
岐
　
阜
）

西
原
　
寛
之
（
再
・
山
　
口
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
副
執
行
委
員
長

柴
波
　
明
男
（
北
海
道
）

●
中
央
執
行
委
員

奥
　
　
康
博
（
富
　
山
）

今
澤
　
太
学
（
静
　
岡
）

鈴
木
　
慎
吾
（
愛
　
知
）

白
石
　
和
洋
（
大
　
分
）

●
会
計
監
査

酒
巻
　
正
和
（
栃
　
木
）

野
中
　
公
嗣
（
静
　
岡
）

２
０
１
０
年
度
全
厚
労
役
員
名
簿

い
の
ち
と
平
和
ま
も
る
こ
と
が

人
間
の
幸
福
に
つ
な
が
る

い
の
ち
と
平
和
ま
も
る
こ
と
が

人
間
の
幸
福
に
つ
な
が
る

日
本
母
親
大
会
に
参
加
し
て

　
第
58
回
定
期
大
会
で
は
、
14

県
と
５
つ
の
専
門
部
か
ら
計
22

の
発
言
が
あ
り
、
１
年
間
の
総

括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
は
、
専
門
部
か
ら

発
言
。
看
護
委
員
会
が
、
委
員

会
独
自
に
取
り
組
ん
だ
看
護
要

求
ポ
ス
タ
ー
と
委
員
会
・
研
修

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
発
言
。

ポ
ス
タ
ー
は
組
合
員
の
意
識
付

け
や
時
間
外
請
求
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
（
広
島
）
と
い
う
反

面
、
温
度
差
や
無
関
心
も
あ
る

こ
と
、
委
員
会
・
研
修
に
つ
い

て
は
、
委
員
会
・
会
議
の
負
担

が
約
８
割
、
研
修
の
負
担
が
約

７
割
に
上
っ
て
い
る
な
ど
深
刻

な
実
態
に
あ
り
、
無
理
の
な
い

形
態
に
し
て
い
く
こ
と
が
「
笑

顔
で
働
き
続
け

る
た
め
に
」
大

切
だ
と
労
働
環

境
改
善
へ
頑
張

る
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
青
年
委
員
会

か
ら
は
、
「
遊

び
」
だ
け
だ
と

思
わ
れ
て
い
る

青
年
は
、「
遊

び
」
を
通
し
て

こ
そ
、
信
頼
と

団
結
を
築
く
も

の
だ
と
発
言
。

「
か
く
れ
ん
ぼ
」

を
例
に
、
鬼
が

必
ず
自
分
を
み

つ
け
る
と
い
う

安
心
感
の
下
に

隠
れ
る
と
い
う

〝
信
頼
関
係
〞

が
生
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
最
近

の
青
年
た
ち
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
避
け
る
傾

向
が
あ
る
な
か
で
、

青
年
委
員
会
が
直

接
、
人
と
会
っ
て

交
流
し
、
団
結
す

る
こ
と
の
大
切

さ
・
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
企
画
を
行
う
こ
と
が

大
切
だ
と
理
解
・
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　
平
和
委
員
会
の
活
動
で
は
、

岐
阜
の
鈴
木
清
さ
ん
が
、
ビ
キ

ニ
デ
ー
・
世
界
大
会
に
参
加
し

て
得
た
被
曝
の
実
相
や
史
実
を

熱
く
語
り
、
多
く
の
組
合
員
に

平
和
企
画
へ
参
加
し
て
直
接
、

事
実
を
知
っ
て
欲
し
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

働
き
や
す
い
職
場
へ
の

労
働
条
件
の
改
善

　
看
護
師
確
保
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
長
野
の
「
８
日
夜
勤
協

定
」
達
成
の
最
終
年
度
を
迎
え

た
各
支
部
の
取
組
み
を
報
告
、

全
体
で
は
実
増
で
前
年
比
１
２

１
名
。
佐
久
支
部
で
は
短
時
間

正
職
員
制
度
や
保
育
所
の
充
実
、

安
曇
支
部
で
は
地
域
へ
の
募
集

チ
ラ
シ
に
よ
る
応
募
や
紹
介
で

の
11
名
増
員
で
離
職
率
も
３
％

台
に
下
が
っ
た
こ
と
、
篠
ノ
井

支
部
で
は
、
「
委
員
会
・
会
議

の
原
則
時
間
内
化
」
の
申
し
合

わ
せ
、
等
の
成
果
を
勝
ち
取
っ

て
い
ま
す
。

　
賃
金
問
題
に
つ
い
て
は
、
茨

城
が
一
時
金
の
成
果
配
分
を
止

め
た
た
た
か
い
、
愛
知
は
、
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
交
付
金
に

よ
る
手
当
と
対
象
外
職
員
へ
の

支
給
さ
せ
た
た
た
か
い
、
今
後

の
賃
金
カ
ー
ブ
見
直
し
提
案
に

対
す
る
労
組
か
ら
の
提
言
等
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

住
民
と
と
も
に
つ
く
る

地
域
医
療
の
充
実

　
地
域
医
療
の
問
題
で
は
、
秋

田
・
湖
東
病
院
問
題
で
の
「
住

民
の
会
」
に
結
集
し
た
秋
厚
労

の
取
り
組
み
、
長
野
で
の
市
立

病
院
・
日
赤
・
佐
久
・
小
諸
の

４
つ
の
労
組
・
支
部
と
佐
久
市

職
労
に
よ
る
「
地
域
医
療
懇
話

会
」
の
立
ち
上
げ
と
地
域
住
民

と
の
協
同
の
運
動
、
栃
木
で
の

地
域
聞
き
取
り
調
査
や
病
院
と

の
共
催
の
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
、

「
住
民
と
つ
く
る
地
域
医
療
」

を
考
え
る
集
い
、
な
ど
の
幅
広

い
運
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

対
等
平
等
の
労
使
関
係

づ
く
り
と
組
織
強
化

　
三
重
か
ら
は
、
定
例
労
使
協

議
会
等
に
よ
る
「
労
使
協
働
」

の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を
報

告
。
福
島
で
は
、

事
業
計
画
か
ら

の
大
幅
乖
離
の

下
で
の
厳
し
い

賃
金
闘
争
と
と

も
に
、
職
場
の

労
働
環
境
問
題

を
労
使
間
の
共

通
認
識
と
す
る

た
め
に
、
ユ
ニ

オ
ン
協
定
見
直

し
、
組
織
強
化

に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
で
は
ユ

ニ
オ
ン
協
定
締

結
か
ら
組
合
員
が
１
千
名
を
超

え
て
増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た

現
場
看
護
師
の
身
近
な
問
題
を

取
り
上
げ
な
が
ら
離
職
率
を
５

％
程
度
ま
で
下
げ
て
き
た
こ
と

等
を
報
告
、
こ
の
秋
闘
で
は
正

職
員
と
同
等
の
仕
事
を
行
っ
て

い
る
臨
時
職
員
の
正
職
員
化
等

に
全
力
を
上
げ
た
い
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

執
行
部
・
組
合
員
の
団
結
で

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

地
域
医
療
の
充
実
へ

執
行
部
・
組
合
員
の
団
結
で

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

地
域
医
療
の
充
実
へ

よ
く
わ
か
る

労
基
法
ク
イ
ズ
第18回

職
場
で
大
切
な
権
利
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ん
で
い
き
ま
す

QQQ 生理が重く辛いため、休暇を申し出た

○
AAA　

生
理
休
暇
は
母
性
保
護
の
観
点

か
ら
生
ま
れ
た
日
本
独
自
の
制
度

で
す
。
労
働
基
準
法
６８
条
に
は

「
使
用
者
は
、
生
理
日
の
就
業
が

著
し
く
困
難
な
女
子
が
休
暇
を
請

求
し
た
時
は
そ
の
者
を
生
理
日
に

就
業
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
生
理
が
重
く
就

業
が
困
難
な
場
合
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
生
理
痛
が
ど
れ
だ
け
辛
い
の
か

は
本
人
に
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
生
理
日
の
就
業
が
著
し
く
困

難
」
で
あ
る
か
否
か
を
追
求
す
る

こ
と
は
法
律
の
趣
旨
か
ら
も
、
性

差
別
で
も
問
題
と
い
え
ま
す
。
年

次
有
給
休
暇
と
違
い
経
営
者
は

「
時
季
変
更
権
」
が
な
く
、
請
求

し
た
ら
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
生
理
休
暇
を
拒
否
し
た
場
合

使
用
者
は
３０
万
円
以
下
の
罰
金
を

科
さ
れ
ま
す
。

！
＋α
ク
イ
ズ
！

次
の
文
章
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か
？

生
理
休
暇
は
月
1
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
る

ほっと一
息

　山口県柳井市の夏の風物詩「金魚ちょうちん祭り」が8月
13日開かれ、浴衣姿の7万5千人が白壁の街に繰り出しました。
地元・山口県厚生連の周東総合病院も、手作りの「金魚ねぶ
た」で祭りに参加、山厚労周東支部の支部長（一番右）と支
部書記長（右から3番目）も御輿を担ぎ、街を練り歩きました。

金魚ねぶた　白壁染めて
山厚労役員も御輿かつぐ
金魚ねぶた　白壁染めて
山厚労役員も御輿かつぐ

全国各地から集まった女性たちで熱気あふれる会場

○全国組合
全日本国立医療労働組合（全医労）

全日本赤十字労働組合連合会（全日赤）

健康保険病院労働組合（健保労組）

国家公務員共済組合連合会病院労働組合（国共病組）

全国労災病院労働組合（全労災）

公立学校共済組合職員労働組合（公共労）

○都道府県医労連
北海道医労連　　秋田県医労連　　　福島県医労連

山形県医労連　　茨城県医労連　　　埼玉県医労連

東京医労連　　　神奈川県医労連　　新潟県医労連

長野県医労連　　富山県医労連　　　岐阜県医労連

愛知県医労連　　大阪医労連　　　　広島県医労連

山口県医労連　　徳島県医労連　　　高知県医労連

○その他の労組・友誼団体
全国労働組合総連合（全労連）

特殊法人等労働組合連絡協議会（特殊法人労連）

日本国家公務員労働組合連合会（国公労連）

全日本教職員組合（全教）

全国農業協同組合労働組合連合会（全農協労連）

農民運動全国連絡会（農民連）

国民の食糧と健康を守る運動全国連絡会（全国食健連）

日本文化厚生農業協同組合連合会労働組合（文化連労）

航空労組連絡会

原水爆禁止日本協議会（日本原水協）

日本平和委員会

平和・民主・革新の日本をめざす全国の会（全国革新懇）

財団法人日本医療労働会館・国民医療研究所

労働者教育協会

日本国民救援会中央本部

日本中国友好協会　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

大会メッセージをいただいた組織

11月12日（金）～14日（日）

第27回医療研究集会

つながろう
　　　つなげよう
つながろう
　　　つなげよう
つながろう
　　　つなげよう

○第1分科会「住民といっしょに運動する」
○第2分科会「地域に出るしごと」
○第3分科会「働く者どうしのわかり合い」
○第4分科会「地域を病院にひらく」
○第5分科会「いのちを育む食と環境」

全日程参加
34,500円

兵庫県須磨温泉

「寿楼臨水亭」

分
科
会

ことぶきろうりんすいてい
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◇
気
軽
に
質
問
し
て

　
い
た
だ
け
る
よ
う

　
医
労
連
共
済
の
紹
介
と
し
て

新
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
配

布
と
簡
単
な
内
容
の
説
明
を
１０

分
程
度
行
い
ま
し
た
。

　
今
入
っ
て
い
る
保
険
と
共
済

を
目
に
見
て
比
べ
て
も
ら
い
、

分
か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
労
働

組
合
の
事
務
所
に
訪
れ
て
頂
き
、

気
軽
に
質
問
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
人
に
合
っ
た
内
容
を

　
い
ま
そ
の
人
に
と
っ
て
何
が

必
要
か
を
聞
き
、
例
え
ば
独
身

の
方
で
あ
れ
ば
死
亡
保
障
よ
り

も
入
院
し
た
時
の
保
障
を
厚
く

す
る
な
ど
、「
そ
の
人
に
合
っ

た
内
容
」
を
提
案
す
る
こ
と
で

保
険
料
を
下
げ
な
が
ら
も
保
障

内
容
が
充
実
し
た
と
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。

　
加
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

が
納
得
し
て
加
入
し
て
頂
く
た

め
に
も
口
頭
だ
け
の
説
明
で
は

な
く
、
図
や
グ
ラ
フ
等
に
し
て

分
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
保
険
の
仕
事
を
し
て
い
た
経

験
を
生
か
し
て
皆
さ
ん
の
サ
ポ

ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、
私
自
身

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
厚
生
連
労
働
組
合

谷
内
　
知
恵
子

医 労 連 共 済医 労 連 共 済医 労 連 共 済
新人オリエンテー
ションで説明会
新人オリエンテー
ションで説明会 高厚労

当
選
者
１０
名
様
に
図
書
券
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
７
月
号
の
答
え
：
カ
ト
リ
セ
ン
コ
ウ
）
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読
者
の
声
に
新
人
さ
ん
の
言
葉
が

の
っ
て
い
て
新
鮮
な
気
持
ち
で
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
人
が

長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再

認
識
し
ま
し
た
。
看
護
学
生
た
ち
に

は
働
き
続
け
な
さ
い
と
伝
え
て
い
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
山
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
毎
回
届
く
の
を

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

集
会
等
に
な
か
な
か
参
加
で
き
ま
せ

ん
が
ニ
ュ
ー
ス
で
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
参
加
し
た
気
分
で
色
々
納
得

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
　
　
　
（
福
島
）

　
看
護
師
の
過
酷
な
状
況
を
も
っ
と

も
っ
と
声
を
大
に
し
て
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
改
善
の
道
は
遠
い
の
で
す

ね
。
よ
り
一
層
の
改
革
を
期
待
し
て

い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
）

　
宮
崎
の
口
蹄
疫
被
害
大
変
で
す
ね
。

私
た
ち
が
支
援
で
き
る
事
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

（
秋
田
）

　
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

私
も
厚
生
連
の
一
員
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
）

　
帰
っ
て
来
た
こ
の
人
紹
介
の
コ
ー

ナ
ー
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
ホ
ッ
と
し

ま
す
。
一
面
か
ら
ず
っ
と
読
ん
で
最

後
に
ホ
ッ
と
す
る
の
で
と
て
も
良
い

で
す
。
今
回
（
6
月
号
）
の
渥
美
病

院
面
白
か
っ
た
で
す
。
次
が
楽
し
み

で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
重
）

　
転
勤
し
て
も
う
す
ぐ
1
ヵ
月
で
す
。

平
均
年
齢
が
30
代
前
半
だ
っ
た
職
場

に
私
を
含
め
熟
女
3
人
が
配
属
さ
れ

ま
し
た
。
熟
女
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
田
）

全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
は
必
ず
見
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
特
に
「
よ
く
分
か

る
労
基
法
ク
イ
ズ
」
は
一
番
最
初
に

見
て
し
ま
う
ほ
ど
役
立
つ
内
容
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
よ
り

よ
い
職
場
づ
く
り
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
（
静
岡
）

　　　２年目のニューフェイス、放射線技師の中川拓也さ
んを紹介します。写真で見る限りでは細くて少し元気がな
いのかなーと思いがちですが実物は全然違っていてバイタ
リティーにあふれ、こよなく広島東洋カープを愛し、年間
数十試合も野球観戦をしています。組合活動は2年目であり

ながら職場代議員になり、組合とは…の疑問
を実践しながら学んでおり、将来組合を背負
っていく人物だと密かに考えています。全厚労の会議で見
かけた時には声をかけてみて下さい。人と人との和を大切
にしていますので笑顔で答えてくれますよ！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第43回秋田・吉田にお願いをし
ました。

帰って来た

吉田　中川拓也さん吉田　中川拓也さん

　秋厚労副執行委員長の小松田徹さんは、
仙北支部長として、長きにわたり君臨する、
チョ～カリスマぁ？支部長である＼（^ｏ^）／。
　写真のように、容姿端麗…尚且つ、頭脳
明晰…『いやいや、それほどでも…』と、
謙虚な姿勢が、また素晴しい…。
　拙者、あまりにも褒め過ぎて、もう言葉
に窮するが、上記美辞麗句はさておき、彼

が長く支部組合員に愛されるのは、確固たる信念を、言葉に出し
てわかりやすく、組合員に伝えているからであり、そのせいか、
青年部活動もにわかに活気付いてきた。『ここまで、やったら、
退職まで支部長やって!!』と、ベタ惚れの拙者、彼の出世など一
片も気にせず、切に切に思うのである。
　今年のご当地名物、大曲の花火は、全国から80万人が訪れ、
その重みでさえ地盤沈下の免れた大曲の暑い夏も終焉となるが、
小松田支部長が引っ張る秋厚労仙北支部は、まだまだ熱いのだ…。
　　　　　文責：小松田支部長を支える３番目ぐらいの片腕

秋田　小松田　徹さん
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